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■原　著■

序論
相模湾に生息する貝類については、東部の三浦半島

周辺、西部の伊豆半島周辺を中心にドレッジを用い

た調査が数多く行われており、代表的な報告として

は、Horikoshi1)、黒田ほか 2)、奥谷 3) などが知られ

ている。中央部については、大和田ほか 4–6) の平塚

沖に生息する貝類の調査、佐藤ほか 7) の藤沢市地先

のダンベイキサゴの調査などが知られているが、東

部や西部に比べるとまだ報告が少ない。また、貝類

の分布が底質に強く影響されることは従来から知ら

れているが、実際に貝類と海底堆積物を同時に採集

して解析した例は少なく、正確に理解されていると

は言いがたい。本研究はこれまでに行われてきた大

和田ほか 4–6) の継続調査であり、今回とこれまでの

結果を比較することによって、平塚沖の貝類相の現

況、さらに貝類の分布と底質の関係について考察す

る。

材料と方法
2012 年 7 月 9 日、2012 年 9 月 11 日、2012 年 11
月 21 日、2013 年 9 月 9 日にドレッジを用いた調

査が行われた（特別採捕許可番号：第 24-50 号、第

25-37 号）。漁船を借り上げ、神奈川県平塚市の平塚

新港から直線距離で約 2000 m 以内の海域でドレッ

ジを曳き、底生生物と海底堆積物を採集した（Fig. 
1、Table 1）。底生生物の採集に用いたドレッジは間

口 50 × 15 cm、袋部のメッシュサイズ 20 mm の簡
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易ドレッジ（離合社、5121-B）、海底堆積物の採集

に用いたドレッジは直径 17 cm、長さ 42 cm の小型

円筒形ドレッジ（離合社、5113）である。簡易ドレ

ッジの後部に小型円筒形ドレッジを連結し、底生生

物と海底堆積物を同時に採集した。採集した底生生

物を実験室に持ち帰って種ごとに選別し、100% エ
タノールで固定した。貝類については奥谷 8,9) に基

づいて種を同定し、そこに記載されている分布域を

記録した。海底堆積物については目視で種類と粒度

を調べた。

結果
海底堆積物
水深 5 ～ 20 m 付近の底質は粗粒～細粒砂からなる

砂底であったが、中礫が含まれる地点もあった。水

深 30 m 付近の底質は細粒～極細粒砂からなる砂底

であったが、細礫や泥が含まれる地点もあった。水

深 40 m 付近の底質は泥を含む極細粒砂からなる泥

質砂底であった（Table 1）。

貝類
2012 年 7 月の調査では腹足綱 5 種、二枚貝綱 15 種

の合計 20 種 65 個体、2012 年 9 月の調査では腹足

綱 10 種、掘足綱 1 種、二枚貝綱 16 種の合計 27 種

142 個体、2012 年 11 月の調査では腹足綱 10 種、

掘足綱 1 種、二枚貝綱 10 種の合計 21 種 84 個体、

2013 年 9 月の調査では腹足綱 9 種、掘足綱 1 種、二

枚貝綱 12 種の合計 22 種 494 個体が採集された。全

体としては腹足綱 19 種、掘足綱 1 種、二枚貝綱 24
種の合計 44 種 785 個体が採集された（Table 2）。
　未同定の 3 種を除く 41 種の地理的な分布を Table 
3 にまとめたところ、北海道から九州地方に広く分

布する種が 1 種（バカガイ）、房総～紀伊半島を中心

に分布する種が 38 種見られた。さらに、紀伊半島を

分布の北限とする南方系種が 2 種（サザナミマクラ、

ボタンガイ）見られたが、それらは全て幼貝であった。

Fig. 1. Sampling localities. This investigation was car-
ried out in the area enclosed by broken line.

Table 1. Depths and bottom sediments on the positions where a dredge was dropped and lifted.
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討論
平塚沖の貝類の現況
サザナミマクラとボタンガイは南方系種であり、採

集された個体が幼貝であることから、平塚沖では無

効分散である可能性が高い。今回の調査で採集され

た 44 種からこの 2 種と未同定の 3 種を除いて大和

田ほか 4–6) の結果に照らし合わせると、共通して採

集された種が 9 種、2 回以上採集された種が 16 種、

初めて採集された種が 14 種あることが分かった。共

通して採集された 9 種（ツメタガイ、マキモノシャ

ジク、クダマキガイ、ヒメトクサ、ミタマキガイ、

ハナガイ、ヒメカノコアサリ、マツヤマワスレ、ク

チベニガイ）については、複数個体の成貝が毎回採

集されていることから、平塚沖で再生産を行ってい

ると見られる。2 回以上採集された 16 種のうち 6 種

（ダンベイキサゴ、ムシボタル、ゲンロクソデガイ、

バカガイ、ウスハマグリ、ワスレガイ）についても、

これまでに採集された回数が比較的多く、複数個体

の成貝が採集されていることから、同様に再生産を

行っている可能性が高い。残りの 10 種と今回初めて

採集された 14 種については、今後の調査結果と比較

しなければ明確なことは言えない。

貝類の分布と底質の関係
平塚沖で再生産していると見られる 15 種が採集され

た底質をまとめると、ダンベイキサゴ、ムシボタル、

バカガイ、ワスレガイでは中粒～細粒砂、クチベニ

ガイでは細粒砂、クダマキガイ、ゲンロクソデガイ、

ミタマキガイ、ハナガイ、ヒメカノコアサリ、ウス

ハマグリ、マツヤマワスレでは細粒～泥を含む極細

粒砂であった。ツメタガイ、マキモノシャジク、ヒ

メトクサが採集された底質は中粒～泥を含む極細粒

砂であり、上述の種に比べてかなり広い範囲であっ

た。以上のことから、平塚沖の貝類には、クチベニ

ガイのように狭い範囲の底質に生息する種とツメタ

ガイ、マキモノシャジク、ヒメトクサのように比較

的広い範囲の底質に生息する種がいると言える。
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Table 3. Distributions of the mollusca collected in this 
investigation
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